
養殖魚のエサについて
養殖が始まった頃は、日本近海でマイワシが豊富に獲れていたことから、生餌（なまえさ）が
与えられていました。しかし、マイワシの減少、養殖魚の品質向上、漁場環境の保全等の理由
から、より優れたエサの開発が進められてきました。

そこで、作られた物がMP（モイストペレット）であり、
DP（ドライペレット）です。
使用されるエサは、生餌⇒MP⇒DPと時代と共に変わり、
現在は、魚の種類や成長度合、水温など様々な要因により
主にDPとMPを使い分けています。

魚が食べるエサは
人間が食べても
大丈夫だよ♪

種 類 生餌（なまえさ） モイストペレット ドライペレット
（人工飼料）

形 状

生魚の切り身 半生の固形タイプ 乾燥した固形タイプ

原 料 カタクチイワシやサバなどの
多獲性魚種※ 生餌、魚粉、魚油など 魚粉、小麦粉、大豆油かす

など

使 用
状 況

現在では、生餌のみを与える
事はほとんどなく、主にＭＰ
の原料として使用されていま
す。

混ぜ合わせる割合を変えた
り、ビタミンなどの栄養剤
を加えることもでき、養殖
業者自らの判断で、魚の様
子に合わせたエサを作るこ
とができます。

養殖する魚に合わせて、バ
ランス良く栄養素が入って
いて、しかも形がしっかり
としているため、水に入っ
ても崩れることはなく、ほ
ぼ１００％魚の口に入るた
め、環境に優しいエサと言
えます。

※一時にたくさん獲れる魚の総称。
イワシ類（マイワシ・カタクチイワシ）、サバ類、
サンマ、アジ類など。

魚の栄養はもちろん、
環境についても考え
られているんだよ !

【エサの種類】
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